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SEoβ-面 一生 型 -Epβ驚∂Rβ∂rp
だけ変化するから､自由エネルギーの変分は
















































































































































































fget- n･芸諾 <同2, (3･49)
と表せる｡ここでnは単位体積あたりの高分子鎖 (架橋点と架橋点を結ぶ鎖)の数である｡
B→r--五･R (3.50)
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【3】講座 ･レオロジー､日本レオロジー学会編 高分子刊行会 (1992)
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q(i)-Ge一(i)IGgエ di,W )exp(一宇 ) (7･72)
というような式に従います.緩和時間丁は温度γの関数であるので温度rが時間の関数であ
る時には,
q(i,-Gel(i,+G9/_tqdl,W ,exp(-I,I
dlJ/
T(T(i"))) (7･73)
という式に従うと考えることにします｡T(T)は温度の関数でガラス転移温度をT9とすれば,
･(T,-(ニ芸…莞 (7･74,
であると仮定します.このようなモデルをもちいると次のことが示されます.
i)Tgより高い温度Tで歪70を与えたゴムをT9以下の温度に冷やし,力を取り除くとゴムの
歪は,
Gg
Gg+Ge
¶ (7.75)
となる･G9≫ Geであるとすれば,この時の歪の変化は微小であり,ゴムはあたかも形を
変えないように見える.
i)上記のゴムを再びT9以上の温度に上げるとゴムの歪は緩和時間
･(1･%)
- 221 -
で0に戻る.
(7･76)
